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                                       令和 3年 3月 30日 

   KEMPOSご担当 殿  

                                            株式会社 ネットワークス 

                                                           〒561-0893 豊中市宝山町 23-31 

                                        TEL06(6844)1069 FAX06(6844)2754 

                                                           〒102-0083 千代田区麹町 4-1-4 

                                        TEL03(3556)2921 FAX03(3556)2923 

                 

 

令和 3年 3月法改正バージョンアップのご案内 

 

 

 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

 

 今回は、令和３年４月施行の意匠法改正に伴うバージョンアップが主たる内容となります。外国は６月施行の 

 中国特許及び中国意匠の改正への対応となります 

 

なお、今回のリリースは Ver506fsとなります。 

 

敬具 

 

                      目  次 

 

（１）令和３年４月施行の意匠法改訂に対する対応 

 

１．令和３年４月施行の意匠法改訂に対応しました。（複数意匠出願への対応） 

２．昨年(２０２０年４月)の関連意匠制度の拡充に伴い、関連区分に「基礎意匠」および 

「基礎意匠に係る関連意匠」を追加しました。 

 

（２）外国法改正対応 

 

３．中国特許(２０２１年６月)の法改正に対応しました。 

(調整期間および存続期限の延長に対応) 

４．中国意匠(２０２１年６月)の法改正に伴い、出願種別「CN意匠 21」を追加しました。 

(存続期限が１０年→１５年に延長) 
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（１）令和３年４月施行の意匠法改訂に対する対応 

 １．令和３年４月施行の意匠法改訂に対応しました。（複数意匠出願への対応） 

 

この改正意匠法における改正事項のうち、施行時期が未定であった以下の２つについて 2021年 4月 1日から施行

されることになりました。 

 

・複数意匠一括出願 

現在、一意匠一出願の原則のもと、一件の出願には一つの意匠しか含めることはできません。 

しかし、2021年 4月 1日からは、一件の出願に複数の意匠を含めることができます。 

なお、審査は意匠毎に受け、一意匠ごとに一つの意匠権が発生することになります。 

 

・物品区分表の廃止 

意匠出願願書に記載する「意匠に係る物品」を定める「物品区分表」が廃止されます。 

これにより、「意匠に係る物品」について柔軟な記載が可能となり、「意匠に係る物品」 

に関する拒絶理由に該当する可能性が低くなることが期待されます。 

 

複数意匠一括出願 

最初に取り込んだ時に複数意匠一括出願及びその中の個別意匠の台帳を併せて作成します。 

一括出願意匠の関連出願には関連区分「個別意匠」で個別意匠をセットしておきます。 

 

出願番号通知は個別意匠の整理番号に紐づけされていると思われるので取込で個別意匠の整理番号をキーに 

して照合し、ない場合は手動で入力して照合します。 

 

出願番号通知を受け取った以降については、通常の意匠出願と同様となります。 

 

１－１．初期メニュウから複数意匠取込ソフトの起動。 

・「パソコン出願取込」に「複数意匠」を追加しました。 
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１－２．複数意匠一括出願（通常：新規性喪失の例外・優先権・本意匠・秘密意匠等の指定なし）のケース 

 

・複数意匠一括出願の出願書類の見本です。 

 書類名は「複数意匠一括願」で、以下に構成する個別意匠が【意匠１】、【意匠２】・・と記載されています。 
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・複数意匠取込の取込画面です。複数意匠出願の出願書類を読み込んだ画面です。 
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・個別意匠のタブです。 

 個別意匠単位で記録しています。 

 「複数意匠＋個別意匠の数」分の台帳が作成されます。 
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・取り込んだ後の出願台帳です。 

 関連出願に個別意匠が追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出願経過には「出願」が追加されています。 
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・個別意匠の台帳も同時に作成しています。 

 出願日は親意匠（複数意匠出願）の出願日と同一です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別意匠の関連出願です。 

 親意匠「D-2007」は複数意匠として登録されています。 

 他の個別意匠は登録されていません。 
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１－３．複数意匠一括出願（通常：新規性喪失の例外・優先権・本意匠・秘密意匠等の指定あり）のケース 

 

・複数意匠一括出願の出願書類の見本です。 

 書類名は「複数意匠一括願」で、以下に構成する個別意匠が【意匠１】、【意匠２】・・と記載されています。 
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・複数意匠取込の取込画面です。複数意匠出願の出願書類を読み込んだ画面です。 

特記事項の内容と秘密意匠の記載を取り込んでいます。 
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・個別意匠のタブです。 

 個別意匠単位で記録しています。 

 「複数意匠＋個別意匠の数」分の台帳が作成されます。 

本意匠の情報と優先権の情報を取り込んでいます。 
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・取り込んだ後の出願台帳です。 

 関連出願に個別意匠が追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出願経過には「出願」が追加されています。 
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・個別意匠の台帳も同時に作成しています。 

 出願日は親意匠（複数意匠出願）の出願日と同一です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別意匠の関連出願です。 

 親意匠「D-2008」は複数意匠として登録されています。 

 他の個別意匠は登録されていません。 
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１－４．出願番号通知の取込 

 

・出願番号通知のサンプルです。 

 先頭の整理番号をキーにして出願台帳と連結します。 
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・出願番号通知を読み込んだ画面です。 

 番号通知日と出願番号がセットされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取込終了後の出願台帳画面です。 

 出願番号がセットされています。経過には出願番号通知が追加されています。 
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２．昨年(２０２０年４月)の関連意匠制度の拡充に伴い、関連区分に「基礎意匠」および「基礎意匠に係る関連意

匠」を追加しました。 

 

昨年（令和２年）の意匠法改正に伴い、従来は関連意匠についてのみ類似するものは登録が認められません 

でしたが、関連意匠についてのみ類似するものについても登録が認められるようになりました。 

そして、新たに「基礎意匠」が以下の内容で規定されました。 

「基礎意匠とは、関連意匠に係る最初に選択した一の意匠をいう。 

関連意匠にのみ類似する関連意匠を登録可能とすることに伴い、最初に選択した本意匠と、本意匠 

とみなされた関連意匠とを区別するために、最初に選択した本意匠を、「基礎意匠」と定めた。 

基礎意匠（最初に選択した本意匠）の関連意匠、及び当該関連意匠に連鎖する段階的な関連意匠 

については、先願の規定は適用しない。」 

 

現在の KEMPOSでは以下のように管理しています。 

 

①意匠 A（基礎意匠） 

・「関連意匠：関連意匠 B」 

 

②関連意匠 B（本意匠は意匠 A） 

・「本意匠：意匠 A」 

・「関連意匠：関連意匠 C」 

 

③関連意匠 C（本意匠は関連意匠 B） 

・「本意匠：関連意匠 B」 

・「関連意匠：関連意匠 D」 

 

④関連意匠 D（本意匠は関連意匠 C） 

・「本意匠：関連意匠 C」 

 

直接の関連はこれで問題ありませんが、今回、より関係をわかりやすくするために新に以下の関連区分を追加 

します。 

「基礎意匠」「基礎意匠に係る関連意匠」 

 

「基礎意匠」につきましては、出願日を原出願日に転記するようにします。 

最初の本意匠から連なる全ての関連意匠には、関連出願に「基礎意匠」を入力し、原出願日を設定するように 

します。 

 

関連意匠出願期限及び存続期限の起算日は原出願日がある場合は原出願日からとします。 

最初の本意匠を元にする関連意匠は「本意匠」「基礎意匠」が同一となります。 

 

出願取込ソフトをお使い頂く場合には自動で「本意匠」、「基礎意匠」の設定がされますが、上記仕様変更に伴い、

手動で関連意匠 R02 の出願台帳を作成する際には、「本意匠」と[基礎意匠]の両方を関連出願に入力する必要があ

りますのでご注意下さい。 
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「意匠 A」→「関連意匠 B」→「関連意匠 C」→「関連意匠 D」の関係があった場合、以下のようになります。 

 

①意匠 A（基礎意匠） 

 関連出願には以下がある 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 B」 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 C」 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 D」 

 

②関連意匠 B（本意匠は意匠 A） 

 ・「本意匠：意匠 A」 

 ・「基礎意匠：意匠 A」 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 C」 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 D」 

 

③関連意匠 C（本意匠は関連意匠 B） 

 ・「本意匠：関連意匠 B」 

 ・「基礎意匠：意匠 A」 

 ・「基礎意匠に係る関連意匠：関連意匠 D」 

 

④関連意匠 D（本意匠は関連意匠 C） 

 ・「本意匠：関連意匠 C」 

 ・「基礎意匠：意匠 A」 
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①最初の意匠（意匠Ａ） 

・出願書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取り込んだ後の出願台帳 

 関連出願には何もありません。 
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②意匠Ａを本意匠とする関連意匠Ｂ 

・出願書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取込画面 
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・取り込んだ後の関連意匠Ｂの出願台帳画面。 

 「本意匠」「基礎意匠」で D000003-Aがセットされています。 

 原出願日には基礎意匠の出願日がセットされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本意匠から基礎意匠の出願台帳画面。 

 関連意匠には「基礎意匠に係る関連意匠」で D000003-Bがセットされています。 
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③意匠Ｂを本意匠とする関連意匠Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取込画面 
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・取り込んだ後の関連意匠Ｃの出願台帳画面。 

 「本意匠」には D000003-Bがセットされています。 

「基礎意匠」には D000003-Aがセットされています。 

 原出願日には基礎意匠の出願日がセットされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意匠Ｃの本意匠である意匠Ｂの画面 

 関連出願には以下の３行がセットされています。 

 「本意匠」 ：D000003-A 

 「基礎意匠」：D000003-A 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-C 
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・最初の意匠である意匠Ａの画面です。 

  関連出願には以下の２行がセットされています。 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-B 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-C 
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④意匠Ｃを本意匠とする関連意匠Ｄ 
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・取り込んだ後の関連意匠Ｄの出願台帳画面。 

 「本意匠」には D000003-Cがセットされています。 

「基礎意匠」には D000003-Aがセットされています。 

 原出願日には基礎意匠の出願日がセットされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意匠Ｄの本意匠である意匠Ｃの画面 

 関連出願には以下の３行がセットされています。 

 「本意匠」 ：D000003-B 

 「基礎意匠」：D000003-A 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-D 
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・意匠Ｃの本意匠である意匠Ｂの画面 

 関連出願には以下の４行がセットされています。 

 「本意匠」 ：D000003-A 

 「基礎意匠」：D000003-A 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-C 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初の意匠である意匠Ａの画面です。 

  関連出願には以下の３行がセットされています。 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-B 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-C 

「基礎意匠に係る関連意匠」：D000003-D 
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（２）外国法改正対応 

 

 ３．中国特許(２０２１年６月)の法改正に対応しました。(調整期間および存続期限の延長に対応) 

 

 ・審査による登録遅延を補填する制度が新設されました。出願日から４年を満了し且つ実体審査請求から 

３年を満了してから発明特許が登録された場合、特許権者の請求に応じて、審査における不合理な遅延期間 

が補填されます。（米国の調整期間と同様。米国特許用に設けているものを適用します。） 

 ・医薬品に係る発明特許の期間延長制度が新設されました。中国における販売許可を得た新薬に係る発明特許 

に対して、特許権者の請求に応じて、薬事審査に要された期間が補填されます。補填期間については５年を 

超えない且つ新薬販売許可後の合計有効特許権期間が１４年を超えないと規定されています。 

（存続期間の延長登録と同様。日本の特許用に設けているものを適用します。） 

・発明出願、実用新案出願の優先権証明書提出期限が現行法の３か月から改正後の優先日から１６か月に緩和 

されました。意匠出願の提出期限は、３か月です。 

 

CN特許の手続きに「延長出願手続」を追加しました。 

 

調整期間 
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存続期間延長登録 

 

CN特許延長の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的に延長登録出願の出願日、出願番号、存続期限、年金納付年、年金期限等は自動計算に対応しており 

ません。全て手入力となります。 
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４．中国意匠(２０２１年６月)の法改正に伴い、出願種別「CN意匠 21」を追加しました。 

  (存続期限が１０年→１５年に延長) 

 

 ・存続期限が１０年から１５年に変更になったため、新たな出願種別「CN意匠 21」を追加しました。 

存続期間は出願日が起算日となります。 

 ・意匠登録出願にも国内優先権制度の導入（第 29条） 

  今回の改正で、意匠登録出願にも国内優先制度が導入されるようになりました。 

  関連出願に優先(国内)で基礎出願を入力する事で対応します。 

  1992年専利法改正による国内優先制度の導入は、特許（発明専利）及び実用新案にしか導入されておらず、 

  2008年第 3回の専利法改正時に、意匠登録出願にも国内優先制度の導入が要望されましたが導入に至らな 

  かった経緯がありました。 

 

存続期限が出願日から１５年に変更 
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出願種別「CN意匠 21」で入力します。 

 

・出願入力。年金は２年目から。 

 納付年数「１」、年金期限「出願日から１年後」で設定されます。 

 存続期限が出願日から１５年後で設定されます。 
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国内優先権の基礎出願 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国内優先権主張出願 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入力後の基礎出願 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


